ニホン ト カンコク ニオケル ジコクゴ フキュウ シサク ノ ヒカク シロン by 友沢 昭江 et al.











日本, アジア諸国だけでなく, ロシア, ヨーロッパから1200名もの学生が熱心に韓国語を学































④ 一人当たりの GDPが一万ドルを越えた頃（日本は1984年, 韓国は1995年ないし
2000年)3）に国内外での自国語学習者数が急増し, 政府機関および学会, 教育機関等
が対応策を講じたことで, 環境が整備された。








1）アメリカ国務省の FSI (The Foreign Service Institute) は英語を母語とする学習者にとっての困難
度（一般的な仕事で使える程度の「話し」｢読み」のレベルに到達するのに必要な時間数）によって
外国語を３つのカテゴリーに分けている｡「カテゴリーⅠ」には「英語に近い」フランス語, ドイツ
語, スペイン語などの10のヨーロッパ言語があり, 習得には23－24週間, 約600時間が必要とされる｡
「カテゴリーⅡ」には「英語と言語的にも文化的にも大きく異なる」ギリシャ語, ヒンディー語, ロ
シア語, タイ語, ベトナム語などの45の言語があり, 44週間, 1100時間が必要とされる｡「カテゴリ
ーⅢ」の「英語母語話者には非常にむずかしい」５つの言語は日本語, 韓国語, 広東語, 北京語, ア
ラビア語で, 習得には88週間, 2,200時間が必要で, その上学習の二年目にはその言語が話されてい
る国で学ぶ必要があると記されている。さらに日本語には「カテゴリーⅢの言語の中でも特に習得が
むずかしい」という注がつけられている。
2）Crystal, David, The Cambridge Encyclopedia of Language, Oxford University Press, 1992による。
（2006）ではこのデータが採用されている。一方, 閔賢植（2007）では順位は13位と変わらないが
韓国語話者数を「南韓5,000万, 北韓2,300万, 海外660万, 全部で8,000万」としている。




の後朝鮮半島および旧満州, 中国, 東南アジア, さらには太平洋地域にいたる広大な「大東
亜」における共通語たらんとして, 大量の日本人教師を派遣し, 教材や教授法を開発するな


































































設立準備会議議事録』より（国際交流基金 (1990) p. 24から引用）
11）設立準備会議文化領域部会報告（座長：東畑精一 東京大学経済学部教授, 初代アジア経済研究
所長, 戦前は東大で殖民政策講座主任。1968年マグサイサイ賞受賞), 国際交流基金（1990）p. 26か
ら引用





い。<http: //www.jpf.go.jp / j / japan_i / oversea / survey.html>












３．自国語普及への「ストレート (straight) な」想い 韓国の場合
現代的な意味での外国語としての韓国語教育の開始は1959年の延世大学校の語学堂創立と
される20)。その後1969年にソウル大学校の語学研究所, 1986年のアジア大会, 1988年のソウ
ルオリンピック開催前後に, 高麗大（1986), 梨花女子大（1988）などが続き, 1990年代に
入って西江大 (1990), 韓国外国語大（1992), 慶煕大（1993), 漢陽大, 成均館大, 淑明女
子大（1997), 建国大（1998）と急速に増え, 現在では30余の大学で多様な韓国語プログラ
ムが行われている。
1950, 60年代は宣教師, 外交官, 外国企業人, 交換留学生が主たる学習者で, 1961年には
韓国の教育機関による初めての教科書が出版された。(延世大韓国語学堂『 』）






















20）	 (2005) p. 166および閔賢植（2007）p. 95など参照。
21）
 (2004) pp. 710
関, 政府関係部署を中心に, 韓国語教師養成課程の充実, 韓国語能力試験や教師資格試験な
どが開発された。中でも韓国語普及のための動きはめまぐるしく, 日本の国際交流基金（英




















閔 (2007) は次の５点を挙げる25)。長い歴史と文化をもつ民族である, 仏教, 儒教, キ
リスト教文化を受け入れ, 宗教間の争いがない, 他国を侵略した経験をもたない平和国家
であり, 後進国に友好的である, 途上国の範となる経済成長と近代化の実績をもつ, 植








22）	 (2004) p. 26
23） (1996) p. 159





























うとある。 (2006) p. 227




30）閔 (2007) p. 96は在外韓国人の二世の場合, 親が家庭内で韓国語を使用する環境であれば先に韓
国語に触れるために韓国語は第一言語となり, 幼児期に学校教育を現地語で受けた場合はその言語が
第一言語となり, 韓国語は第二言語となるとする｡「二重言語」の意味はこれ以上の説明はなされて
いないが, 現地語と韓国語の能力, 習得の順番, 使用領域, 言語への姿勢などの違いを含んだ「全般
的な二言語使用の状況」と理解するのが適切ではないかと筆者は考える。
31）ブラジルやボリビアにはドイツ系, ユダヤ系などの移民子弟が父祖の出身国の言語を学ぶための政

































ル学校があり, 2,883名が学ぶほか, ４校の韓国学校があり, 1,725名が学んでいる日本の場合と対称




最新の調査（2006年９月１日現在）では, 対象児童（小, 中, 高および盲・聾・養護学校在籍者）は
22,413名で, 前年度比8.3％増で過去最高となっている。母語ではポルトガル語, 中国語, スペイン
語が上位３言語でこの状況は変わっていないが, それ以外にも54の言語を母語とする児童生徒がいる。
<http: //www.mext.go.jp / b_menu /houdou /19 /08 /07062955 /001.htm#a04> こうした児童を対象とす
る「JSLカリキュラム」の開発や指導者研修など, 文部科学省が行っている施策の概要は以下を参照。
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